
Photo ／
扇屋伝承文化館に飾られたひな人形

「広報こうか」のどこかに
忍者たぬきが1人隠れているよ。
隠れた忍者を探して家族や
友達のみんなに自慢しよう。

隠れた忍者を探して！

C O N T E N T S

無料アプリ
「マチイロ」で
広報こうかを
ご覧いただけます！マチイロ

甲賀市をもっと好きになるアプリ

甲賀市

第４８回衆議院議員総選挙小選挙区の開票における
不適切集計について
となりまち いこか 拡大版

「第７回ものづくり日本大賞」
内閣総理大臣賞を受賞

…………………………… Ｐ2
…………………… Ｐ6-7

………………………… Ｐ8

使いやすい地域交通の充実に向けて！特集 ２-

５
ペ
ー
ジ
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平成30年（2018年）

あい甲賀  いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち

/



第48回衆議院議員総選挙
小選挙区の開票における
不適切集計について

　平成29年10月22日投開票の衆
議院議員総選挙において、小選
挙区の開票を行う際、同数とな
るべき投票数と開票数に差が
あったことから、本市選挙管理
委員会の職員が、この差を白紙
投票として不適切に集計してい
たこと、また開票事務の終了後
に発見した集計されていない投
票用紙を処分していたことが、
本年２月１日に判明しました。
 
　このことは、有権者の貴重な
一票を無効にする行為であると
ともに、選挙管理委員会が担う
べき公正中立な選挙管理の信頼
を損ねる民主主義の根幹に関わ
ることであり、市民の皆様に深
くお詫びを申しあげます。
 
　不適切な集計を行った原因を
詳細に把握し、今後このような
ことが二度と起こらないよう、
有識者による第三者委員会での
開票事務の再点検をはじめ再発
防止策の構築に徹底して取り組
み、選挙の厳正な管理執行ひい
ては選挙の信頼確保に全力を尽
くしてまいります。

 
甲賀市選挙管理委員会

　委員長  松山 仁

　
　
　

 

公
共
交
通
推
進
課 

公
共
交
通
推
進
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
１
５　
FAX

６
３-

４
６
０
１

問合せ

平成30年3月1日 平成30年3月1日

▲�甲賀駅に設置されたIC専用改札機

▲�忍者をモチーフにした駅舎

甲賀市

▲

オリジナル　
ICOCAカード　

お話を伺った

▲

山下さん　
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地
域
交
通

充
実
に
向
け
て

の

使
い
や
す
い

　
市
で
行
っ
た
「
市
政
に
関
す
る
意
識
調
査
」
結
果
に
お
い
て
、「
道
路・

交
通
」
が
最
も
ニ
ー
ズ
が
高
い
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
生
活
に

直
結
す
る
「
道
路
・
交
通
」
の
利
便
性
の
向
上
は
、
市
民
生
活
の
暮
ら
し

の
満
足
度
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　

　
市
内
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
始
め
、
東
西
を
走
る
Ｊ
Ｒ
草
津
線
、

南
北
に
走
る
近
江
鉄
道
や
信
楽
高
原
鐵
道
と
い
っ
た
鉄
道
、
そ
し
て
新
名

神
高
速
道
路
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
円
滑
な
ア
ク

セ
ス
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
道
路
整
備
に
加
え
、
市
民
が

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
使
う
こ
と
が
暮
ら
し
の
一
部
に
な
る

よ
う
、
地
域
交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
月
17
日
土
か
ら

Ｊ
Ｒ
草
津
線（
甲
南
駅
～
柘
植
駅
）で

オ
ー
ル

　

甲
賀
で

が
利
用
で
き
ま
す

～
油
日
駅
を
守
る
会
～

　

市
内
全
て
の
Ｊ
Ｒ
駅
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
利
用
が
可
能
に

な
り
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
左
記
の
駅
で
新
た
に

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
利
用
で
き
ま
す
。

※�

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
料
金
チ
ャ
ー
ジ（
入
金
）
は
、
右
記
の
駅

に
設
置
し
て
い
る
自
動
券
売
機
で
で
き
ま
す
。

※�

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
利
用
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
る
各
駅
で
は
、
全

国
相
互
利
用
対
象
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

甲
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ

を
小
中
学
校
卒
業
生
へ
給
付

　

草
津
線
の
利
用
促
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
普
及
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
今
春
小
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
方

に
対
し
て
「
甲
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
を

お
わ
た
し
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

　

Ｈ
30
年
３
月
に
小
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
市
内

在
住
の
児
童
・
生
徒
の
方

■
給
付
方
法

　

市
内
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

は
、
在
籍
す
る
小
中
学
校
で
給
付
予
定
。

　

市
外
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ

い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
46
年
に
油
日
駅
が
無
人
化
と
な
る
こ
と
を
受
け
て

自
分
た
ち
の
駅
は
自
分
で
守
ろ
う
と
「
油
日
駅
を
守
る
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
駅
に
は
、
同
会
の
２
人
が
駅
員
と
し
て
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

駅
舎
は
、
小
学
校
の
か
わ
ら
版
、
地
元
写
真
ク
ラ
ブ
の
作

品
、
地
域
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
地
域
情
報
発
信
の
場
所
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
舎
の
掃
除
や
除
草
作
業
は
、
油
日
駅
を
守
る
会
を
は

じ
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
日
赤
奉
仕
団
が
実
施
し
、

春
に
は
駅
に
導
く
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ

う
景
観
美
化
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
会
長
山
下
孝た

か

司じ

さ
ん
は｢

来
年
度
に
は
、
33
年
に
１

度
の
櫟ら

く

野や

寺じ

十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の
大
開
帳
を
迎
え
ま
す
。
来

場
者
の
増
員
に
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
遺
産
の
構
成
文
化

遺
産
で
あ
る
甲
賀
の
城
跡
な
ど
も
紹
介
し
、
地
域
発
展
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
忍
者
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
駅
舎
も

見
て
い
た
だ
き
、
駅
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
も
し
た
い
で
す
。｣

と

地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
甲
賀
へ
の
来
訪
者
や
駅
の
利
用
者
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

市
民
が
守
る
駅

ICエリア

利用拡大

草
津
線
：�

甲
南
駅
、寺
庄
駅
、甲
賀
駅
、

油
日
駅
、
柘
植
駅

ＪＲ草津線ＩＣＯＣＡ
エリア拡大記念

マルシェ開催
9時～
13時30分

3
17
土

場所 �JR草津線甲賀駅北口 駅前広場

＊�こうか駅前マルシェ� �
（大原自治振興会若者プロジェクト）

＊�忍者鍋の販売、甲賀のもちの振る舞い　など

問合せ 大原自治振興会　TEL / FAX 88-3111



　
　
　

 

建
設
事
業
課 

事
業
調
整
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
０
９　

 
 

　
　
　

 

FAX

６
３-

４
６
０
１

問合せ

平成30年3月1日 平成30年3月1日

▲

バリアフリー化した信楽駅１番ホーム

▲甲南駅舎（南口）のイメージ

◉
寺
庄
駅
ー
貴
生
川
駅
線
ル
ー
ト
を
新
設

　

•
�

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
貴
生
川
始
発
便
に
対
応

し
ま
す
。

◉
田
村
神
社
発 

貴
生
川
駅
行
を
追
加

　

•
�

７
時
45
分
貴
生
川
発�

草
津
線
に
乗
車

で
き
ま
す
。

◉�
貴
生
川
駅
発 

田
村
神
社
行
を
１
便
増
便

　

•
�

昼
間
の
待
ち
時
間
を
軽
減

◉�

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
ま
で
新
名
神
高
速
道
路

を
活
用
し
た
直
行
バ
ス
10
時
台
を
追
加

　

•
�

鉄
道
の
利
用
が
困
難
な
地
域
等
か
ら
高

速
道
路
を
活
用
し
て
、
草
津
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
強
化

◉�

ル
ー
ト
統
合
に
よ
り
貴
生
川
駅
経
由��

甲
賀
病
院
行
を
増
便

　

•
�

駅
か
ら
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化

※�

そ
の
他
改
正
に
よ
る
各
路
線
の
詳
細
な
ダ

イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
時
刻
表（
エ
リ
ア
版
）

　

•
�

４
月
に
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
。

●
時
刻
表（
ポ
ケ
ッ
ト
版
）

　

•
�

駅
・
バ
ス
会
社
・
公
共
施
設
で
配
布
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

４
月
１
日
に
掲
載
予
定

路
道
絡
連
阪
名
神
名

新名神高速

国道 1号栗東 IC

琵琶湖

草津 JC

草津
田上 IC

信楽 IC
甲南 IC

甲賀
土山 IC

上柘植IC

竜王 IC

八日市 IC

名阪国
道

速
高
神
名

蒲生スマートIC

1

307

8

401

165

163

▲�イメージ位置図
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誰
も
が
安
全
で

快
適
な
乗
降
を 

信
楽
駅

　

信
楽
高
原
鐵
道
の
信
楽

駅
で
は
、
ホ
ー
ム
か
ら
列

車
の
乗
降
時
の
段
差
を
解

消
し
、
よ
り
安
全
で
快
適

な
乗
降
の
た
め
、
ホ
ー
ム

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

 

公
共
交
通
推
進
課 

公
共
交
通
推
進
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
１
５　
FAX

６
３-

４
６
０
１

問合せ

と
つ
な
が
る

に
向
け
て

　
通
学
や
通
勤
な
ど
の
交
通
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
る
方
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
鉄

道
と
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

鉄
道

名
神
名
阪
連
絡
道
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

整
備
促
進

一
歩
前
進

駅
への
ア
ク
セ
ス
向
上
と
駅
周
辺
に

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
土
地
利
用
を
促
進

　
　

甲
南
駅
周
辺
整
備
は
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
利
用
促

進
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

�

　

平
成
31
年
春
の
駅
舎
等
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
、

２
月
に
仮
駅
舎
を
供
用
し
、
そ
の
後
、
既
存
駅
舎
の

解
体
工
事
や
新
駅
舎
等
の
本
体
工
事
を
進
め
ま
す
。

駅
周
辺
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

甲
南
駅
前
線
等
の
道
路
を
整
備
し
、
安
全
で
快
適
な

空
間
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。�

�

　

ま
た
、
貴
生
川
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
規
制
緩
和
等
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
土
地
利
用
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
や
居
住
の
誘
導
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

 

都
市
計
画
課 

市
街
地
整
備
係 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
０
５　

 

FAX

６
３-

４
６
０
１

問合せ

　

今
年
度
、
滋
賀
県
の
「
政
策
要
望
」
に
名

神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
が
加
え
ら
れ
、
平

成
29
年
５
月
に
知
事
自
ら
が
国
土
交
通
省
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
に
は
、
名

神
名
阪
連
絡
道
路
の
早
期
「
整
備
区
間
」
の

指
定
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
同
盟
会
の
会
長
職
と
し
て
市
長
が
国

へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
実
現
は
、
広
域�

幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
内

陸
型
工
業
地
域
と
し
て
更
な
る
企
業
活
動
の

活
性
が
見
込
ま
れ
、
生
産
性
の
向
上
や
新
需

要
の
創
設
に
よ
り
地
域
振
興
が
図
れ
る
な
ど
、

絶
大
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
よ
っ
て
、
確
か
な

将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
開
が
可
能
に

な
っ
て
く
る
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

一部
ダ
イ
ヤ
や
路
線
を
改
正

鉄
道
と
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス

①
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

�

東
西
方
向
、
南
北
方
向
と
も
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
化

②
企
業
立
地
の
促
進

�

雇
用
拡
大
に
よ
る
人
口
増
加
と

地
域
の
活
性
化

③�

災
害
時
等
に
お
け
る
代
替
路

の
確
保

�

地
震
の
発
生
や
災
害
時
に
お
け

る
代
替
路
と
し
て
の
役
割

④
観
光
振
興
へ
の
貢
献

�

回
遊
性
の
向
上
に
よ
る
観
光
客

の
増
加

⑤
救
急
医
療
へ
の
貢
献

�

搬
送
時
間
の
短
縮
と
救
急
医
療

圏
の
拡
大

期
待
さ
れ
る
効
果

問合せ 公共交通推進課 公共交通推進係　TEL 69-2215　 FAX 63-4601

▲甲南PAのからくりトリックアー
ト

新
名
神
高
速
道
路

開
通
10
周
年

　

平
成
30
年
２
月
で
新
名
神
高
速
道
路

（
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
草
津
田
上
Ｉ
Ｃ
間
）
は
開

通
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
関
西
圏
と
中
部

圏
を
繋
ぐ
交
通
網
の
大
動
脈
と
し
て
、
本
市

の
経
済
活
動
や
観
光
振
興
な
ど
に
無
く
て
は��

な
ら
な
い
高
速
道
路
で
す
。

　

通
行
量
は
、
開
通
前
に
予
想
さ
れ
た
一
日

平
均
１
万
４
千
台
を
大
き
く
上
回
り
、
約

５
万
台
／
日
の
車
両
が
通
行
し
て
い
ま
す
。

近
畿
地
域
の
東
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
本
市

の
土
山
Ｓ
Ａ
（
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
）
や
甲
南

Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
は
、
甲
賀
の

情
報
発
信
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
旬
の
観

光
情
報
や
特
産
物
、
甲
南
Ｐ
Ａ
の
忍
者
か
ら

く
り
ア
ー
ト
な
ど
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
る
仕

掛
け
や
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
バ
ス
の
停
車
駅
で
も
あ
る
土
山

Ｓ
Ａ
で
は
、
東
は
名
古
屋
・
東
京
方
面
、
西
は

京
都
・
大
阪
・
神
戸
方
面
ま
で
高
速
バ
ス
と
高

速
道
路
を
活
用
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
高
槻
・
川
西
間
が
開
通
、

年
度
内
に
神
戸
ま
で
開
通
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
亀
山
西
・
新
四
日
市
間
が
平
成

30
年
度
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。
残
る
区
間

が
早
期
に
開
通
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
地
理

的
優
位
性
が
、
更
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。



JR
草
津
線

信楽高原鐵道

近江鉄道

JR
紀
勢
本
線

亀
山関

加
太

新
堂佐那具

伊賀上野

島
ヶ
原

柘
植

つ
　
　げ か

　 ぶ
と

せ
き

か
め
　や
ま

し
ん
　ど
う

し
ま
　 が
　 は
ら

さ　 な　 ぐ

い　 が　 うえ　 の

う
え
　
の
　
し

信
楽

雲
井

上
野
市

甲南

紫香楽宮跡

貴生川
き　　ぶ    かわ

こう　なん

く
も
　 い

三
雲

み
　 く
も

し
が  

ら
き

し　　が　 らき　ぐう　 し

勅旨

玉
桂
寺
前

ちょく　し

ぎ
ょ
っ 

け
い
　じ
　ま
え

こう　 か

あぶら　ひ

てら しょう

甲賀

寺庄

油日

　柘植駅の西側には、開業当時のランプ小屋が残っていま
す。ランプ小屋とは、車両や駅舎に使われた照明用ランプ

や燃料などを
収納していた
倉庫のことで
す。危険物を
保管すること
から、頑丈な
れんが造りに
なっています。

　長さ 35.4 ｍ、２連の桁橋で、加太側に約
13ｍ、柘植側に約 22ｍの鈑

ばん

桁
げた

を深い谷に掛
けています。橋脚は石材を膨らみのある「こ
ぶ出し」に仕上げ、下部を五角形断面として、
増水時の抵抗を減らす工夫がされています。

　亀山市では、「リニア中央
新幹線・JR複線電化推進亀
山市民会議」を中心に停車
駅誘致に向けた積極的な運
動を展開しています。

　柘植駅は、明治 23年２月 19日、三重県下初の鉄道駅として
開業しました。１番線のプラットホームは、「フランス積

づ

み」
といわれ、一段にれんがの長い面と短い面を交互に積む
全国的にも珍しい造りです。

　長さ 163ｍ、西側の
入り口は、要

かなめ

石
いし

付きの馬
ば

蹄
てい

形
けい

断面アーチの両脇に壁
へき

柱
ちゅう

を立ち
上げ、上部の笠

かさ

石
いし

と帯
おび

石
いし

の間は、れんがを
長い面の段と短い面の段を交互に積み上げる「イギリス積

づ

み」
という重厚な造りとなっています。

平成30年3月1日 平成30年3月1日

となりまち

伊賀市 い 甲賀市
 こ

亀山市 か

情報交流広場

い

こ
か

拡大版

　

甲
賀
市
、
三
重
県
伊
賀
市
・
亀
山
市
は
、「
い
・
こ
・

か
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
３
市
に
共
通
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
、
各
分
野
で
広
域
的
に
連
携
し
て
い

ま
す
。
そ
の
１
つ
と
し
て
広
報
記
事「
と
な
り
ま
ち 

い
・

こ
・
か
」
は
、
平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
連
載
を
始
め
、

各
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
拡
大
版
と
し
て
３
市
を
結
ぶ
鉄
道
の
歴
史

遺
産
を
中
心
に
３
市
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鉄
道
に
乗
っ
て
、
と
な
り
の
ま
ち
へ
い
こ
か
♪

問合せ
【鉄道について】
甲賀市公共交通推進課　
TEL 69-2215　� �
FAX 63-4601

伊賀市交通政策課　
TEL 0595-22-9663　
FAX 0595-22-9852

亀山市商工業振興室　
TEL 0595-84-5049　
FAX 0595-82-9669

【いこかについて】
甲賀市広報課　
TEL 69-2101

伊賀市広聴情報課　
TEL 0595-22-9636

亀山市広報秘書室　
TEL 0595-84-5021

7 6No.305 No.305

鉄
道
で

 

つ
な
が
る

〝
い
こ
か
〟

ランプ小屋

柘植駅ホーム

坊
ぼ う

谷
だ に

隧
ず い

道
ど う

（トンネル）

板
い た

屋
や

川
が わ

橋
き ょ う

梁
り ょ う

国
こ く

分
ぶ

橋
き ょ う

梁
り ょ う

リニア中央新幹線

忍者列車

　JR草津線と信楽高原鐵道
には、忍者ラッピング列車が
運行しています。JRは黒の
車両に、信楽高原鐵道は緑と
紫の車両に、忍者のシルエッ
トに流線模様が施された躍動
感溢れるデザインになってい
ます。列車内にも忍者テ
イストのデザインがあし
らわれ、乗客が楽しめる
車両になっています。

S
シ　ノ　ビ

HINOBI-T
ト  レ  イ  ン

RAIN

　JR草津線は、京都～名古屋を結ぶ幹線
の一部として、明治 23年に関西鉄道（株）
が敷設しました。橋梁のアーチ上部に社紋
が残る貴生川～三雲間の国分橋梁は全国的
にも珍しい橋梁です。

社紋部分

　伊賀鉄道には、「銀河鉄道
999」などの作者で知られ
る松本零士さんがデザイン
した「忍者列車」が走って
います。

©松本零士

忍者が潜む
つりかわ
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ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
市
民
の
裾
野
を
広
げ
、

市
民
活
動
を
支
援
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
た
め
に
は
、
市
民
が

集
い
交
流
し
、
学
び
合
う
拠
点
施
設
が
必
要
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ

ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
区
や
自
治
振
興
会
な
ど
地

縁
型
の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
目
的
型
の
市
民

活
動
団
体
を
は
じ
め
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
つ
な
が
る
場
と
な
る
よ
う
、
平
成

31
年
４
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
　

　

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）ま
ち
づ

く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
検
討
懇
話
会

で
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◉
施
設
概
要  

　

　

�

鉄
骨
造
地
上
２
階
建

　

延
床
面
積
１
，７
０
３・１
６
㎡

　

敷
地
面
積
６
，５
４
６・４
０
㎡

　

施
設
内
に
は
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
室

な
ど
を
設
け
る
ほ
か
、
屋
外
に
は
イ
ベ
ン
ト
に

も
利
用
で
き
る
芝
生
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

※�

完
成
予
想
図
に
あ
る
施
設
表
示
は
現
在
の

仮
称
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
で
、
正
式
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課  

 

　
　
　

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
１
３　

 
 

　
　
　

 

FAX

６
３-

４
５
５
４ 

問合せ

　

甲
賀
市
国
際
交
流
協

会
と
の「
甲
賀
市
災
害
時

多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
に
関
す
る
協

定
」締
結
式
が
２
月
18
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ（
甲
南
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
）で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時

に
日
本
語
の
理
解
が
困
難

な
外
国
人
に
対
し
、
多

言
語
で
の
情
報
提
供
や

外
国
人
支
援
の
た
め
の
包

括
的
な
活
動
拠
点
で
あ

る
甲
賀
市
災
害
時
多
言

語
情
報
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
、
国
際
交
流
協
会
が

有
す
る
人
材
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
し

て
実
施
す
る
た
め
の
も
の

で
、
県
内
初
の
取
り
組
み

で
す
。

　

今
後
は
、
両
者
の
さ
ら

な
る
連
携
に
よ
り
訓
練
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
重

ね
、
円
滑
な
外
国
人
支
援

が
で
き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

◉
協
力
の
範
囲

①�

外
国
人
に
必
要
な
災
害
情
報
等
の
多
言
語
翻
訳

お
よ
び
提
供
・
発
言

②�

外
国
人
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
電

話
お
よ
び
窓
口
対
応

③�

外
国
人
の
避
難
状
況
お
よ
び
避
難
所
の
実
態
把
握

の
た
め
の
巡
回

④�

外
国
人
が
避
難
し
て
い
る
避
難
所
運
営
へ
の
支
援

⑤�

そ
の
他
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
に
対
し
、
必
要

と
思
わ
れ
る
支
援

　
　
　

 

危
機
管
理
課 

防
災
危
機
管
理
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
０
３　
FAX

６
３-

４
６
１
９

問合せ

市
民
協
働
の
拠
点
と
し
て
整
備 

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

甲
賀
市
と
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
が
協
定
を
締
結

「第７回ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞を受賞
� 大塚オーミ陶業株式会社

　

も
の
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
を
表
彰
す
る
「
第
７
回
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
」
の
最
高
賞
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
信
楽
町
に
あ
る
大
塚
オ
ー

ミ
陶
業
の
技
術
者
代
表
７
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

評
価
を
得
た「
立
体
的
製
陶
技
術
」

　

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
、
日
本
の
産
業
・
文
化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
、
も
の
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
各
世
代
の
う
ち
、
特

に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
顕
彰
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
４
分
野
の
中
の
、「
伝
統
技
術
の
応
用
部
門
」
で
受
賞
さ
れ
、

同
社
の
「
伝
統
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
立
体
的
製
陶
技
術
に
よ
る
文
化
財

の
複
製
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、
こ
の
「
立
体
的
製
陶
技
術
」

を
応
用
し
て
、
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
な
ど
の
文
化
財
や
芸
術
作
品
の
複
製
を

陶
板
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
を
複
製

　

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
は
、
奈
良
県

明
日
香
村
で
発
見
さ
れ
た
古
墳
で
、
発

掘
さ
れ
た
石
室
の
天
井
、
側
壁
に
は
天

文
図
や
四
神
な
ど
の
壁
画
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
文
化
庁
か
ら
の
依
頼
を
受
け

た
同
社
は
、
専
門
家
の
監
修
の
も
と
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
を
複
製
し
、
発
見
当
時
の

は
が
れ
か
け
た
漆
喰
の
ひ
び
割
れ
や
色
、

そ
の
大
き
さ
ま
で
全
て
の
姿
を
陶
板
で
忠

実
に
再
現
し
ま
し
た
。

　

陶
板
で
の
複
製
は
、
実
際
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
半
永
久
的
な
耐
久

性
も
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
外
で
の

展
示
活
用
を
は
じ
め
、
新
た
な
記
録
保

存
方
法
と
し
て
、
文
化
財
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熟
練
の
技
術
を
継
承
す
る

　

仕
事
の
ベ
ー
ス
は
「
人
」
と
い
う
考
え

か
ら
、
同
社
で
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
技
術
を
若
手
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
複
製
に
は
、
３
Ｄ
技
術
な

ど
最
新
の
技
術
も
活
用
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
精
巧
な
複
製
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
は
職
人
の
技
術
力
で
す
。
信
楽
で

育
ま
れ
て
き
た
伝
統
的
で
高
い
技
術
力

が
今
回
の
大
賞
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

問合せ 商工労政課 商工業振興係　TEL 69-2187　FAX 63-4087

「
立
体
的
製
陶

技
術
」の
特
長

①�

重
ね
焼
き
を
し
て

も
割
れ
な
い

②�

高
い
寸
法
精
度
を

保
ち
、
ゆ
が
み
が

生
じ
な
い
高
精
度

な
形
成
技
術
を
備

え
る

③�

色
彩
や
質
感
な
ど

に
つ
い
て
も
焼
成

工
程
で
発
色
す
る

釉ゆ
う

薬や
く

で
狙
い
通
り

に
仕
上
げ
る

県内初

9 8No.305 No.305

ガソリンスタンド

近江鉄道

郵便局

スーパー

甲賀市役所

甲賀合同庁舎前

水口税務署前

裁判所前

水口城南

城南

内貫橋北詰

甲賀警察署

滋賀県甲賀
合同庁舎

甲賀広域
行政組合
消防本部

整備予定地

▲�完成予想図

▲�締結式での甲賀市国際交流協会��中島教芳会長（右）と岩永市長（左）

▲�受賞された７人の皆さん（左から溝内傳二さん、松井順さん、松原秀治さん、冨増佳晴
さん、林田慎市さん、横山一夫さん、北村武裕さん）

▲再現されたキトラ古墳石室内壁

写真提供：大塚オーミ陶業株式会社

▲技術者の精密な作業▲�大塚オーミ陶業（株）の大杉栄嗣社長（左）から複
製品の火焔土器の説明を受ける岩永市長（右）
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

甲
賀
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例（
素
案
）

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、「
甲
賀
市
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
条
例
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
：
３
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

■�

意
見
を
提
出
で
き
る
方
：
甲
賀
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
条
例（
素
案
）に
関
し
、
意
見
等
を
提
出
す
る
意
思
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

■�

意
見
の
提
出
方
法
：
意
見
書
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
市

外
在
住
の
方
で
市
内
勤
務
の
方
は
勤
務
先
、
市
内
在
学
の

方
は
学
校
名
）、
意
見
の
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
な
ど
を
明
記
の

う
え
、
各
閲
覧
場
所
に
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

公
表
の
方
法
：
商
工
労
政
課�

女
性
活
躍
推
進
室
、
旧
支
所

で
あ
る
土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
、
信
楽
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
で
の
閲
覧
な
ら
び
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
い
コ
ム

こ
う
か
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
掲
載
※
閲
覧
は
、
開
庁
日

の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
み
可
能

■�

意
見
の
取
り
扱
い
：
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
住
所
・
氏

名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除
き
、
回
答
と
あ
わ
せ
て
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
等
を
提
出
さ
れ
た

方
へ
の
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

　
　
　

 

商
工
労
政
課 

女
性
活
躍
推
進
室 

 

　
　
　

 

〒
５
２
８-

８
５
０
２ 

 

水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地 

 

TEL

６
９-

２
１
８
９　
FAX

６
３-

４
０
８
７ 

 

Ｅ
メ
ー
ル　

koka10351000@
city.koka.lg.jp

問合せ

　
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
）で
採
択
を
受
け
ら
れ
た
２
団
体
を
紹
介
し
ま

す
。
今
後
、
地
域
活
動
の
充
実
の
た
め
、
左
記
の
備
品

を
活
用
さ
れ
ま
す
。

※�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
住
民
が
行
う
区
・
自
治

会
活
動
の
支
援
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
、

宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
区
・
自
治
会

等
に
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
三
軒
家
区
自
治
会　

助
成
金
額　
２
５
０
万
円

折
り
た
た
み
椅
子
30
脚
、
折
り

た
た
み
椅
子
用
台
車
１
台
、
会

議
テ
ー
ブ
ル
４
脚
、
集
会
テ
ン

ト
１
張
、
エ
ア
コ
ン
３
基
、
冷

蔵
庫
１
台
、
テ
レ
ビ
２
台
、
テ

レ
ビ
台
２
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
１

台
、
パ
ソ
コ
ン
１
台
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
１
台
、
ス
ク
リ
ー
ン
１

幕
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
18
器

●
嶬
峨
区
自
治
会�

�

助
成
金
額　
２
４
０
万
円

デ
ジ
タ
ル
複
写
機
１
台
、
テ
レ

ビ
１
台
、
Ａ
Ｖ
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー

１
台
、
す
べ
り
台
１
基
、
低
鉄

棒
３
欄
１
基
、
紅
白
幕
２
幕
、

紅
白
紐
２
本
、
会
議
テ
ー
ブ
ル

14
脚

　
　
　

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係 

 

TEL

６
９-

２
１
１
３　
FAX

６
３-

４
５
５
４

問合せ

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進

　
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が
２
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
が
提
案
し
、

審
議
、
承
認
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦（
敬
称
略
）

　

増ま
す

山や
ま　

好よ
し

子こ

■
条
例
の
制
定　

◦�

甲
賀
市
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
鮎
河
保
育
園
の
閉
園
）

◦�

甲
賀
市
立
学
校
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
鮎
河
小
学
校
の
閉
校
）

◦�

甲
賀
市
立
学
校
施
設
開
放
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
30
年
第
１
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会

　

市
で
は
、
近
年
の
田
舎
暮
ら
し
や
農

村
体
験
へ
の
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

都
市
農
村
交
流
事
業（
忍
者
の
里
こ
う
か

で
田
舎
体
験
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
民
泊
の
受
入
家
庭
を
募
集

　

昨
年
は
、
東
京
、
神
奈
川
な
ど
か
ら
８

校
の
中
高
生
約
９
０
０
人
が
市
内
を
訪

れ
、
民
泊
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
５
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
も
、
12
校

の
中
学
・
高
校
を
受
け
入
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
こ
の
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊�

各
ご
家
庭
に
３
～
４
人
の
生
徒
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊��

共
同
調
理
や
農
村
体
験
な
ど
を
通
し

て
生
徒
と
た
く
さ
ん
交
流
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。

＊�

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
田
舎
で

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、
交
流
す
る
こ
と
が
こ

の
事
業
の
目
的
で
す
。

　

興
味
を
お

持
ち
い
た
だ

い
た
方
は
、

左
記
ま
で
、

ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

 

都
市
農
村
交
流
推
進
協
議
会　
　

（
農
業
振
興
課
内
） 

 

TEL

６
９-

２
１
９
２　

 
 

FAX

６
３-

４
５
９
２

問合せ
申込み

都
市
部
の
中
学
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験

◉
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

　

教
育
委
員
会
お
よ
び
警
察
署
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
少
年
補
導（
委
）員
79
人

が
、
青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成

の
た
め
に
市
内
の
各
地
域
で
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
少
年
セ
ン

タ
ー
、
甲
賀
警
察
署
と
協
力
し
て
街
頭

で
の
補
導
活
動
や
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
薬
物

乱
用
教
室
や
誘
拐
防
止
教
室
を
市
内
の

学
校
、
保
育
園
な
ど
で
実
施
し
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉�

誘
拐
防
止
教
室
で�

�

新
し
い
啓
発
用
人
形
を
披
露

　

少
年
補
導（
委
）員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

誘
拐
防
止
教
室
が
２
月
14
日
、
水
口
北

保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
子
ど
も
た
ち
が
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動

の
一つ
で
す
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
水
口
地
区
補
導

（
委
）員
有
志
の
皆
さ
ん
が
１
年
か
け

て
作
成
さ
れ
た
新
し
い
啓
発
用
人
形
５

個
を
使
用
し
、
誘
拐
に
遭
わ
な
い
た
め

の
５
つ
の
約
束「
イ
カ
の
お
す
し
」に
つ
い

て
園
児
た
ち
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
未
来

の
宝
物
で
あ
る
甲
賀
の
子
ど
も
た
ち
が

す
く
す
く
と
育
つ
よ
う
に
、
今
後
も
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

 
少
年
セ
ン
タ
ー 

 

　
　
　

 

TEL

６
２-
６
０
１
０ 

 

　
　
　

 

FAX

６
３-
３
９
７
７

問合せ

▲誘拐防止教室での啓発劇 ▲学校で薬物乱用教室を開催

～少年補導（委）員～地域を支える甲賀のチカラ

11 10No.305 No.305

　

転
勤
や
就
職
、
入
学
な
ど
で
新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
る
方
が
多
く
な
る
時
期
に
合
わ
せ
、
住
所
異
動
の
手

続
き
が
で
き
る
休
日
窓
口
を
臨
時
に
開
設
し
ま
す
。

��

開
設
日��

　
３
月
25
日（
日
）、
４
月
１
日（
日
）

��

開
設
時
間��

　�

８
時
30
分
～
17
時
15
分

��

場
所��

　
市
民
課（
１
階
）

��

取
り
扱
い
業
務��

　

■
市
民
課

　

▽
住
民
異
動（
転
入
・
転
出
・
転
居
）の
受
付

　

▽
印
鑑
登
録
・
印
鑑
証
明

　

▽�

証
明
書
発
行�

�

（
住
民
票
・
戸
籍
・
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書
）

　

▽
転
入
学
通
知
書
の
発
行

■
保
険
年
金
課

　

▽
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き　

　

▽
後
期
高
齢
者
医
療
の
手
続
き

　

▽
福
祉
医
療
の
手
続
き

※�

平
日（
開
庁
日
）と
異
な
り
、
取
り
扱
い
で
き
な
い
手
続

き
や
交
付
で
き
な
い
証
明
書
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
　
　

 

市
民
課 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
３
８　
FAX

６
５-

６
３
３
８

　
　
　

 

保
険
年
金
課 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
４
２　
FAX

６
３-

４
６
１
８

問合せ

臨
時
休
日
窓
口
を
開
設

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
す

受入家庭
募集

▲すべり台 ▲エアコン

▲受入家庭で巻き寿司作りに挑戦する生徒



平成30年3月1日 平成30年3月1日

■�財務書類作成の対象とする会計の範囲（市との連結範囲）

◆�市民一人当たりで計算すると…

1 貸借対照表（バランスシート）

市の財務書類を公表します
　「財務書類」は、企業会計と同じように複式簿記や発生主義の概念を取り入れて作成するものです。連結財務書類
では各会計や関連団体も含めた全ての資産や負債の状況、行政サービスに要したコストなどを把握することができ、
これまでの決算書では見えてこなかった市の財務情報を明らかにすることができます。

◇�貸借対照表は、平成28年度末時点（平成29年3月31日時点）に市が保有する全ての資産やその資産の調達に必
要とした財源の状況、負債などの状況を示すものです。
◇�左側（借方）に土地・建物・預金などの資産を示し、右側（貸方）にその資産を形成したために、今後、支払
いが必要となる将来世代の「負債」と、これまでの世代が既に負担してきた「純資産」を示しています。

　　　財政課 財政係　TEL 69-2124　 FAX 63-4561問合せ

資産 3,030億円 負債 1,376億円
固定資産 2,860億円 資産のうち、将来の世代が負担する債務
・有形固定資産　
　道路、公園、学校、保育園など 2,709 億円

・地方債 751億円
・その他 625億円

・無形固定資産 28億円
・投資その他の資産 123億円 純資産 1,654億円
流動資産 170億円 資産のうち、現在までの世代が負担した金額　

1,654 億円・現金・預金 114億円
・財政調整基金、未収金など 56億円

連結（外郭団体含む）
一部事務組合、広域連合
　甲賀広域行政組合
　公立甲賀病院組合
　滋賀県市町村交通災害共済組合
　滋賀県市町村職員研修センター
　滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合
　滋賀県後期高齢者医療広域連合

第三セクター等（市の出資割合 25％以上）
　信楽高原鐵道（株）
　（財）土山町緑のふるさと振興会
　（有）グリーンサポートこうか
　（財）あいの土山文化体育振興会
　（社）あいの土山福祉会
　（財）甲賀創健文化振興事業団
　（株）道の駅あいの土山
　（株）あいコムこうか

〈全体（市全体）〉

〈一般会計等〉

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
水道事業
病院事業
診療所事業
介護老人保健施設事業
下水道事業

一般会計
土地取得事業
野洲川基幹水利施設管理事業

資産
約331万円

うち、固定資産312万円
　　　流動資産  19万円

負債
約150万円

うち、借金（公債）残高89万円

純資産
約181万円

※�市民一人当たりの貸借対照表は、�
上記の表の値を平成29年３月31日
時点の甲賀市の人口９万1,587人
で割ったものです。

◆�貸借対照表から… ◆�行政コスト計算書及び純資産変動計算書から…

財務書類からわかる甲賀市の財政状況

純資産比率（純資産÷資産）は約 55％ 行政コスト対税収等比率（純経常行政コスト÷財源）は
約 104％

　純資産比率は、資産のうち返済義務のない純資産
の割合を示すもので、企業でいう「自己資本比率」
にあたります。この比率が高いほど財政状況が健全
であるといえます。� �
　純資産比率の目安となる値は60～70％とされて
いますが、本市は55％となっています。これは、
平成28年度から下水道事業会計の法適用化に伴
い、純資産が減少したことによるものです。

　純経常行政コスト（①経常費用-②経常収益）に対す
る財源の比率を見ることによって、どれだけが当該年度
の負担で賄えたか（資産形成の余裕度）がわかります。��
　平均的な値は90％～110％程度とされていますが、
資産形成の観点からは100％を下回ることが望ましい
ため、今後も行政コストの見直しや財源確保が求めら
れます。

　企業会計の手法を取り入れた新地方公会計制度に基づき、平成２８年度決算について一般会計と全ての特別会計と
企業会計、関連団体の会計を一つにまとめた財務書類（連結財務書類３表）を公表します。

2 行政コスト計算書及び純資産変動計算書

◇�行政コスト計算書は、１年間の行政サービス（資産
形成に結びつくものを除く）に要したコストとその
対価としての使用料や手数料などの収入を表し、受
益者負担でどのくらいコストが賄われたかを示すも
のです。

◇�純資産変動計算書は、貸借対照表に計上されている
純資産が 1年間でどのように変動したかを表示した
ものです。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

①経常費用（行政コスト総額） 753億円
人件費（人にかかるコスト） 141億円
物件費等（物品購入費、光熱水費、
減価償却など） 247億円

その他の業務費用（地方債の利子
など） 16億円

移転費用（児童手当、社会保障費
や各種団体への補助金など） 349億円

②経常収益 166億円
③臨時損失 1億円
④臨時利益 1億円
Ａ 純行政コスト（①−②＋③−④） 587億円

純
資
産
変
動
計
算
書

Ｂ 財源 567億円
税収等 401億円
国県等補助金 166億円

Ｃ 本年度差額（Ｂ−Ａ） ▲ � 20 億円
Ｄ �無償所管換等（会計基準の変更� �
に伴う固定資産の評価減等） ▲ 315億円

Ｘ 本年度純資産変動額（Ｃ＋Ｄ） ▲ 335億円
Ｙ 前年度末純資産残高 1,989 億円
本年度末純資産残高（Ｘ＋Ｙ） 1,654 億円

3 資金収支計算書

◇�資金収支計算書は、貸借対照表に計上している現金
預金がどういった要因で増減したかを表したもの�
です。

（イ）業務活動収支 88億円

支出：�移転費用、人件費、� �
地方債支払利息など 631億円

収入：市税、使用料など 719億円

（ロ）投資活動支出 ▲ 98億円

支出：道路や公共施設の整備費など 117億円

収入：国県補助金、基金取崩収入など 19億円

利払後基礎的財政収支（イ＋ロ） ▲ 10億円

（ハ）財務活動収支 19億円

支出：地方債元金償還など 67億円

収入：地方債の借入など 86億円

①本年度末資金収支（イ＋ロ＋ハ） 9億円

②前年度末資金残高 97億円

③期末資金残高（①＋②） 106億円

（注）うち、地方債支払利息支出 12億円

Ａ 前年度末歳計外現金※1 残高 4億円

Ｂ 本年度歳計外現金増減額 4億円

Ｃ 本年度末歳計外現金残高（Ａ＋Ｂ） 8億円

本年度末現金預金残高（③＋Ｃ） 114億円

※ 1 �歳計外現金� �
契約保証金や職員給与等に係る源泉徴収所得税など

ここがポイント!
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平成30年3月1日 平成30年3月1日

考えよう動物との暮らし
　猫や犬など、ペットは人間にとってかけがえのない存在である

一方、その飼育には責任やマナーが求められます。知らないうち

に周りに迷惑をかけていることがあるかもしれません。一度、動

物との暮らしについて考えてみましょう。

失
わ
れ
る
命
を
減
ら
す

　
「
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
」「
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
安
易
に
滋
賀

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
動
物
が
届
け
ら
れ
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

動
物
は
家
族
の
一
員
で
す
。
動
物
の
幸
せ
の
た
め
、
最
後
ま
で
面
倒
を

み
る
こ
と
を
前
提
に
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
し
い
飼
い
主
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�

　
　
猫
の
飼
い
方

・
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

屋
外
は
、
事
故
や
病
気
な

ど
、
猫
に
と
っ
て
危
険
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
糞
尿

を
す
る
な
ど
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
不
妊
・
去
勢
手
術
を

　

飼
え
な
い
子
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
野
良
猫
を�

�

　
　
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

か
わ
い
い
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ

か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
エ
サ
を
与

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
糞
や
鳴
き
声
、

畑
へ
の
侵
入
の
被
害
が
発
生
し
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
う
・
保
護
す
る
つ
も
り
の
な

い
野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や

り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
所

か
ら
猫
を
排
除
さ
え
す
れ
ば
い
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
野
良

猫
の
増
え
る
原
因
を
解
決
し
な
け

れ
ば
、
時
間
と
と
も
に
同
じ
問
題

が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
の
解
決
は
、
地

域
で
取
り
組
む
た
め
の
努
力
が
必

要
で
す
。
地
域
で
野
良
猫
対
策
を

さ
れ
る
場
合
は
、
市
も
し
く
は
同

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
必
ず
接
種
を�

�

　
　�

狂
犬
病
予
防�

�

集
合�

注
射
の
お
知
ら
せ

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
「
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
」
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
集
合
注
射

ま
た
は
か
か
り
つ
け
医
で
接
種
を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

  

集
合
注
射
日
程  

水
口
地
域�

４
月
9
日（
月
）・
12
日

（
木
）・
13
日（
金
）・
16
日

（
月
）、５
月
８
日（
火
）

土
山
地
域��

４
月
19
日（
木
）・
24
日

（
火
）、５
月
７
日（
月
）

甲
賀
地
域��

４
月
11
日（
水
）・
18
日

（
水
）、５
月
11
日（
金
）

甲
南
地
域��

４
月
17
日（
火
）・
23
日

（
月
）、５
月
９
日（
水
）

信
楽
地
域��

４
月
10
日（
火
）・
20
日

（
金
）・
26
日（
木
）、５
月

10
日（
木
）

※�

注
射
会
場
と
開
始
時
間
お
よ
び
実

施
担
当
獣
医
師
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

飼
い
主
様
宛
に
３
月
下
旬
に
発
送

予
定
の
「
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」

ハ
ガ
キ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

持
ち
物  

◆
登
録
済
み
の
場
合

・
犬
の
登
録
カ
ー
ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）

・「
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」
ハ
ガ
キ�

・
予
防
注
射
手
数
料
（
３
，４
０
０
円
）

※�

注
射
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
の
た
め
、

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
に
添
付
の
問
診

票
に
あ
ら
か
じ
め
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

妊
娠
中
・
ま
た
は
出
産
後
間
も
な

い
犬
、
そ
の
他
体
調
不
良
に
よ
る

獣
医
師
の
判
断
が
あ
っ
た
犬
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
。

◆
新
規
登
録
の
場
合

・
犬
の
登
録
手
数
料
（
３
，０
０
０
円
）

・
予
防
注
射
手
数
料
（
３
，４
０
０
円
）

　

市
で
は
、（
公
社
）
滋
賀
県
獣
医
師

会
に
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

お
よ
び
犬
の
鑑
札
の
交
付
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
転
居
等
の
登
録
内
容
変

更
、
飼
い
犬
の
死
亡
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

だ
さ
い
。

生
ご
み
堆
肥
化
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
生
ご
み
の
分
別
回
収
を
行
う

「
生
ご
み
堆
肥
化
循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
焼
却
施
設
で
の
焼
却
量
が
減
り
、
施
設
が

長
く
使
え
る
だ
け
で
な
く
、二
酸
化
炭
素
の
発
生
量
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
堆
肥
化
循
環
シ
ス
テ
ム

　

焼
却
す
る
し
か
な
か
っ
た
生
ご
み
が
種
堆

肥
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

手
元
に
戻
る
こ
と
で
、
資
源
と
し
て
無
駄
な

く
循
環
し
ま
す
。

  

参
加
申
し
込
み
方
法  

　

■
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
集
積
所
の
場
合

　

ご
み
集
積
所
の
管
理
者（
区
長
や
組
長
な

ど
）に
参
加
を
申
し
出
た
後
、
参
加
者
が
直

接
下
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

管
理
者
が
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す

■
新
た
に
参
加
い
た
だ
く
ご
み
集
積
所
の
場
合

　

ご
み
集
積
所
の
管
理
者
に
申
し
込
ん
で
い
た

だ
き
、
管
理
者
が
取
り
ま
と
め
の
上
、
下
記

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。手
続
き
完
了
後
、

２
週
間
程
度
で
集
積
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
と

種
堆
肥
を
配
布
し
ま
す（
生
ご
み
の
回
収
日
は

燃
え
る
ご
み
の
回
収
日
と
同
じ
で
す
）。

　

平
成
30
年
度
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
、
２

月
中
旬
以
降
に
配
布
し
て
い
ま
す
。�

　

ま
た
、
生
活
環
境
課
・
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
も
お
渡

し
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

�

　

収
集
日
程
が
変
わ
る
地
域
も
あ

り
ま
す
の
で
、
日
程
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
用
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
専
用
袋
お
よ
び
事
業
用
指
定
ご
み

袋
は
、
平
成
30
年
度
製
造
分
か
ら
甲
賀

市
・
湖
南
市
で
統
一
し
、
両
市
の
市
民
が

ど
ち
ら
の
市
の
取
扱
店
で
も
購
入
、
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
販
売

価
格
や
容
量
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
袋
の
色
が
透
明
か
ら

薄
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。�

�

　

ま
た
、
現
行
の
甲
賀
市
の
指
定
ご
み

袋
も
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
両
市
統
一
の
袋
の
販
売
開
始
時
期
は

取
扱
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

種堆肥
8ℓ

容器
20ℓ程度
容器
20ℓ程度 家庭で

用意する
もの

家庭で
用意する
もの

（フタ付きのバケツ）（フタ付きのバケツ）

市から無料配布
参加の家庭に

１週間に１回・１袋（　　　    　）

家庭から出る生ごみ家庭から出る生ごみ

ごみ集積所の
生ごみ回収容器 生ごみ専用

収集車

処理場処理場

完熟
堆肥

種堆肥
として使用
種堆肥
として使用

余れば余れば

家庭菜園
プランター
野菜

一次・二次
発酵処理

生ごみ分別容器

平
成
30
年
度
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

甲
賀
市・
湖
南
市
の
指
定
ご
み
袋
が
統
一
化
さ
れ
ま
す
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　生き方学習が２月８日、甲南第三小学校で開かれ、
６年生６人が「美容師体験」をしました。
　同校の総合的な学習の時間の中で実施されている生
き方学習は、さまざまな職業の方から仕事の楽しさや、
やりがいを学ぶために行われています。
　この日は美容師を講師に迎え、児童たちは、マネキ
ンを使って髪の毛を巻いたり、切ったりして美容師の
仕事を体験しました。授業の後、「技術を身につける
ことで、どんな仕事でもがんばったらがんばった分だ
け幸せがあるこ
とを知った」と
笑顔で話してい
ました。

朝宮小学校の全校児童による縄跳び大会が２月15

日、同校体育館で行われました。毎年この時期に行わ

れる縄跳び大会のために、児童たちは冬休み前から、

体育や休み時間を使って練習に励んできました。

児童たちは、前回し、後ろ回しなどさまざまな種目

に挑戦し、新記録を出そうと一生懸命に跳んでいまし

た。個人戦の後は、グループに分かれて長縄跳びも行

われ、上級生が下級生に声をかけながら、みんなで協

力して回数を伸ばしました。

　世界的に活躍する箏
こと

奏者の吉
よし

澤
ざわ

延
のぶ

隆
たか

さんと尺
しゃく

八
はち

奏者
の中

なか

村
むら

仁
まさ

樹
き

さんの演奏を鑑賞する授業が１月31日、油
日小学校で行われ、５・６年生54人が美しい音色に触
れました。
　児童らを前に、２人は箏や尺八の説明や曲などを披
露し、「春の海」の演奏ではメロディーに合わせて児童
全員と歌い、曲を奏でました。
　演奏を聴いた児童は、｢独特の音色となめらかですて
きな演奏だった」
と、伝統和楽器
の音色に触れる
貴重な経験とな
りました。

和楽器の美しい音色に触れる 仕事の楽しさを学ぶ

新記録をめざして挑戦シンガポールについて学ぼう

〜伝統和楽器鑑賞〜 〜生き方学習「美容師体験」〜

〜縄跳び大会〜

髪の毛の
巻き方を
教わる児童

▲

児童の前で箏や
尺八の演奏を行う
吉澤さん（左）と
中村さん（右）

▲

グループに分
かれて長縄跳
びに挑戦する
児童たち

▲

おいしそうに
試食する
子どもたち

▲

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
空
手
と
は
？

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
採
用
さ
れ
て
い
る
寸
止
め
空

手
と
は
違
っ
て
、直
接
突
き
や
蹴
り
を
相
手
に
入
れ
、有

効
打
や
手
数
に
よ
り
勝
敗
が
決
ま
る
空
手
で
す
。顔
へ

の
蹴
り
も
有
効
で
あ
り
、実
際
の
試
合
で
は
お
互
い
に
突

き
や
蹴
り
を

く
り
だ
す
た

め
、相
当
痛

い
と
き
も
あ

り
ま
す
。

日
本
一
に
な
っ
た
時
の
気
分
は
？

全
国
大
会
は
、緊
張
も
あ
っ
て
い
つ
も
ど
お
り
の
動

き
が
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。決
勝
も
先
に
相
手
に
技
あ

り
を
と
ら
れ
、一
瞬
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た

が
、絶
対
に
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
か
ら
得
意
の
上
段
前

蹴
り
が
決
ま
り
、判
定
勝
ち
で
勝
利
を
も
ぎ
取
り
ま
し

た
。日
本
一
と
い
う
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
喜
び
と
、こ
こ
ま
で

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
た

く
さ
ん
の
方
の
支
え
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

16
歳
に
な
れ
ば
45
キ
ロ
未
満
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は

出
場
で
き
な
い
の
で
、体
重
を
増
や
し
て
別
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
挑
戦
し
ま
す
。今
回
の
優
勝
の
よ
う
に
結
果
を

残
せ
ば
、み
ん
な
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
も
心

と
体
を
鍛
え
、勝
ち
続
け
た
い
で
す
。

心 と 体 を
鍛 え 勝 ち
続 け ま す

　今回は、昨年11月に千葉市
の 幕 張 メ ッ セ で 行 わ れ た
「JKJO全日本ジュニア空手道
選手権大会」で中学生男子45
キロ未満の部で優勝し、全国１
位に輝いた市來さんにお話を伺
いました。本大会は、ジュニア
のフルコンタクト空手大会では
日本最大規模の大会です。

▲��岩永市長（右）と山下教育長（左）
に優勝を報告をする市來さん

▲��得意の前蹴りを披露� �
する市來さん

市
い ち

來
き

 葵
あ お

士
し

さん
桜塾　信楽中学校 ３年

　

か
ふ
か
21
子
ど
も
未
来
会
議
に
よ
る

「
甲
賀
市
子
ど
も
議
会
」が
１
月
27
日
、

市
役
所
内
の
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
昨
年
５
月
に
市
長
か
ら
任
命

を
受
け
た
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の

子
ど
も
議
員
が
、
市
内
の
視
察
や
研
修
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
集
約
し
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
市

政
に
対
し
て
提
案
・
提
言
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
３
人
が
議
長
を
務
め
、
24
人
の
議
員

が「
安
全
対
策
」や「
福
祉
」「
地
域
の
活
性
化
」な

ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、
市
長

を
は
じ
め
幹
部
職
員
ら
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
甲
賀
市
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

使
い
甲
賀
市
の
知
名
度
を
上
げ
て
は
ど
う
か
な

ど
、
身
近
な
こ
と
で
気
づ
い
た
問
題
か
ら
情
報
の

発
信
方
法
ま
で
、
一
生
懸
命
に
考
え
ら
れ
た
提
案

を
、
み
な
力
強
く
堂
々
と
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
が
今
回
の
経
験
を
生
か

し
、
今
後
学
校
や
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲��力強く発言する子ども議員

▲
◀�

市
内
視
察
で
話
を
聞
く
子
ど
も
議
員

世界まなびじゅくが２月10日、自主活動センターき

ずなで開かれ、11人の小学生が参加しました。

世界まなびじゅくは小学生に国際感覚を身に付けて

もらおうと市国際交流協会が開催しているものです。

今年度３回目のこの日は、シンガポールをテーマに、

市内在住のシンガポール人の方から話を聞いたり、絵

本でシンガポールの成り立ちについて学んだりして、理

解を深めました。最後にココナッツミルクなどでできた 

カヤというジャム

も試食し、シンガ

ポールを堪能しま

した。

〜小学生のための国際理解講座　　
　　　　　　　世界まなびじゅく〜
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よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
提
案

甲
賀
市
子
ど
も
議
会



平成30年3月1日 平成30年3月1日

３月１日（木）～７日（水）まで
平成３０年春の火災予防運動を実施します

〜この運動を機会に家庭内D
デ

I
ィ

G
グ

を実践してみましょう〜
　〝家庭内Ｄ

デ ィ グ

ＩＧ〟とは、大規模地震が起きた時、自宅で命を落とさな
い・ケガをしないようにするためにどの
ような準備をしておけば良いか、などを
テーマとして、家族と話し合いながら自
宅の平面図に危険箇所などを書き込み、
家族みんなで地震時の対応策や地震発
生後の生活について考えてもらうことを
目的とした図上訓練です。
　消防本部・消防署では、家庭内DIG
を多くの市民の皆さんに実施してもらう
ことが、地域の防災力向上につながると
考えています。
　家庭内DIGの詳細は、最寄りの消防
署や消防本部にお問い合わせください。

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合 消防本部 通信指令課
TEL 62-0119　 FAX 62-3666
Ｅメール　fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

子どもと高齢者の交通事故防止
　春になると、新しく幼稚園や保育園、小学校に通う
子どもたちを見かけたり、高齢者の方の外出の機会も
増えたりします。
　ドライバーの皆さんは、子どもや高齢者を見かけた
ら道路に出てくるかもしれないと考え、危険を予測して
安全運転に努めましょう。
　また、親や周囲の大人が子どもに正しい交通ルール
を教え、悲惨な事故を防ぎ
ましょう。高齢者の方は無
理をせず、確実な安全確認
をすることで交通事故に遭
わないように注意しましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 １月中

発生件数 20件 23件 ＋ 3 件 20 件

死者数 0人 0人 0人 0人

負傷者数 23人 24人 ー 1人 23人

（平成30年１月末現在）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 3件 370 件 8件 17件
前年比 ＋ 3 件 ー 9件 ＋ 1 件 ー 2件

（平成30年１月末現在）

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

地
元
甲
賀
で
写
真
を
楽
し
む

　

こ
こ
数
年
イ
ン
ス
タ
や
ス
マ
ホ
が
人
気
で

写
真
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
私
も
写

真
を
始
め
た
頃
は
よ
く
京
都
へ
撮
影
し
に
行

き
ま
し
た
。
写
真
好
き
の
友
達
と
ぶ
ら
ぶ
ら

撮
り
歩
い
て
い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
み
ん

な
で
行
く
撮
影
会
は
楽
し
く
、
そ
こ
で
撮
れ

る
写
真
は
何
気
な
い
日
常
の
場
面
で
あ
り
な

が
ら
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
ま
し
た
。

　

10
数
年
経
っ
て
、
こ
れ
を
地
元
甲
賀
市
で

も
で
き
な
い
か
？
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
出

会
っ
た
の
が
「
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
」
で
す
。（
参

考
1
）

ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
と
い
う�

�

地
方
発
の
試
み

　
「
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
」
と
は
、
地

方
に
暮
ら
す
人
が
身
近
な
風
景
を
写

真
に
撮
る
こ
と
で
観
光
写
真
に
は
な

い
地
方
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
、
さ

ら
に
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
見

た
人
に
「
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
思

わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
に
つ

な
げ
よ
う
と
い
う
写
真
と
観
光
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
試
み
で
す
。（
参
考

：

小
豆
島
カ
メ
ラ
）

イ
イ
ネ
で
気
づ
く�

�

街
の
魅
力
が
あ
る
の
か
も

　

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光�

�

資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
く
て
も
街
や
人
、

朝
夕
の
風
景
、
消
え
ゆ
く
景
色
な
ど
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
な
ら
で
は
の
写
真
が
撮
れ
る
は
ず
で
す
。

　

撮
っ
た
写
真
は
よ
く
観
察
し
て
愛
着
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。
対
象
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
、
新
し
い

発
見
や
見
過
ご
し
て
い
た
魅
力
・
価
値
に
気
づ
く
機

会
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
訓
練
は
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
う
や
っ
て
撮
っ
た
写
真
は
プ
ロ
が
撮
っ

た
観
光
写
真
と
は
違
っ
た
魅
力
が
あ
る
は
ず
で
す
。

地
元
で
撮
る
、楽
し
む
、発
信
す
る 

甲
賀
で
ま
ち
歩
き
写
真

▲まち歩きの参考になる市内観光マップ

▲�上から水口神社の祭、水口・宇川もやがかかる山々、
ミホミュージアムのトンネル、水口・大池寺の雪、水
口・南林口の夕景、水口・宇田の水田、水口・柏木神
社の森、甲賀・大原市場商店街、水口囃子、陶芸の森
の俯瞰、水口・名坂風致公園

▲家庭内DIGリーフレット

　

写
真
が
地
方
を
元
気
に
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
」
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
。
身
近
な
街
の
風
景
が
新
た
な
観
光

資
源
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
の
魅
力
と
と
も
に
市
内
の
ま
ち
歩
き
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

　文部科学省の調査によると、子どものいる男性の
50％以上は平日に子どもとコミュニケーションをとる
時間が30分以下という状況です。
　お子さんの基本的な生活習慣づくりには、家庭での
コミュニケーションが大切です。まずは「早寝早起き
朝ごはん」について、親子でできることから始めてみ
ませんか？
　朝食を食べることは、子どもにとっても、大人にとっ
ても、大切なことです。また毎朝食事を摂る子ども
ほど学力調査の得点が高い傾向にあります。朝食でブ
ドウ糖をはじめとするさまざまな栄養素を補給し、よ
く噛んで食べることで脳や消化器官を目覚めさせ、午
前中からしっかり活動できる状態をつくることができ
ます。

　また、「早寝早起き朝ごはん」とあわせて、家族みん
なで何か取り組んでみませんか？「おはよう」「いっ
てきます」「おやすみなさい」など、きちんと挨拶する
ことや、家事の分担を決めてお手伝いすること、テレ
ビやゲームの時間を決めるなど、親子で話し合って家
庭でのルールづくりをしてもいいですね。
　家族みんなで食事をする日を決めたり、親子で一緒
に読書を楽しんだりして、親子のコミュニケーション
を深めましょう。

参考： 文部科学省 できることから はじめよう  
「早寝早起き朝ごはん」全国協議会より

「早寝早起き朝ごはん」

60回

保育幼稚園課 指導振興係
TEL 69-2181 FAX 69-2298

問合せ

参考1：�ローカルフォトアカデミーに参加してきました。� �
http://kokaindex.sub.jp/archives/643

　　　 �facebookグループ�甲賀まち歩きカメラ写真部� �
�https://www.facebook.com/groups/kokamachicamera/

地元で撮る、楽しむ、発信する　甲賀でまち歩き写真（記事の補足）� �
http://kokaindex.sub.jp/archives/2061
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植田 孝志
うえだ たかし



病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

平成30年3月1日 平成30年3月1日

■日時：�４月22日（日）、５月20日（日）、６
月17日（日）、８月５日（日）、９月
30日（日）、11月11日（日）、12月９日
（日）の９～12時（全７回）

平成３０年度
みなくち子どもの森
｢こいもクラブ｣参加者

募集

■会期：１０月１７日（水）～１９日（金）

■場所：長浜バイオ大学ドーム　

■出展料�金等：びわ湖環境ビジネスメッセ
ホームページをご確認ください。

■申込締切：６月１５日（金）

■申込方�法：ご希望の方はhttp://www.
biwako-messe.com/または「び
わ湖メッセ」で検索し、必要事項
をご入力のうえ、お申し込みくだ
さい。

　　　 �びわ湖環境ビジネスメッセ� �
実行委員会事務局� �
TEL 077-528-3793　� �
FAX 077-528-4876

問合せ
申込み

「びわ湖環境
ビジネスメッセ２０１８」
出展のご案内

募集

第６８回
信楽中央病院 健康塾

催し

■日時：�３月14日（水）14時～ 16時

■場所：�信楽保健センター１階

■内容：�「認知症」今からでも遅くない！脳
は使えば若返る

■定員：�約20人

■参加費：無料

■申込方法：電話・ＦＡＸ・直接申込

■申込締切：３月７日（水）

　　　�信楽中央病院� �
　　　�TEL 82-0249　 FAX 82-3060
問合せ
申込み

親子ものつくり教室
第４回

「発泡入浴剤」つくり

催し

■日時：�３月18日（日）10時～ 12時

■場所：�くすり学習館　

■定員：�親子20組（40人）

■参加費：無料

■申込方�法：直接来館いただくか、電話・
ＦＡＸで下記まで　� �
※�ＦＡＸの場合、住所、氏名（保
護者・児童）、連絡先電話番
号を明記

■申込締切：３月11日（日）

　　　�くすり学習館� �
　　　�TEL 88-8110　 FAX 88-3154
問合せ
申込み

第１０回甲賀市文化協会
連合会芸能祭

催し

■日時：�３月11日（日）� �
12時開演（11時30分開場）

■場所：�あいこうか市民ホール
■内容：�大正琴、舞踊、邦楽、合唱、和

太鼓などの舞台芸能� �
【ゲスト演奏】滋賀県警察音楽隊

■入場料：無料
　　　��甲賀市文化協会連合会事務局� �

（あいこうか市民ホール内 月曜休館）�
TEL 62-2626　 FAX 62-2625

問合せ

まなび・たいけんフェスタ 
ｉｎ かふか

催し

■日時：３月11日（日）９時30分～ 15時
■場所：かふか生涯学習館およびその周辺
■内容：�体験コーナー（クラフト、昼間の

天体観望会など）、展示コーナー
（写真、手芸作品）、ステージ
発表（日本舞踊、オカリナ演奏）、
駅前マルシェなど

　　　 �まなび・たいけんフェスタ実行委員会��
（かふか生涯学習館内）� �
TEL 88-4100　 FAX 88-5055

問合せ

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び と

人（天体観望会） 催し

「太陽の素顔」
■日時：�３月11日（日）11時～ 12時と� �

13時30分～ 14時30分
■場所：�かふか生涯学習館
■内容：�太陽、水星、金星、一等星などの

観望
■定員：各回先着20人（申込不要）
※天候不良の場合は別プログラムで実施し
ます。
※十分な防寒対策をお願いします。
　　　�かふか生涯学習館� �
　　　�TEL 88-4100　 FAX 88-5055
問合せ

３月１４日 第２回
全国瞬時警報システム

（Jアラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施

お知らせ

■実施日時：３月14日（水）11時

■対象：�市内全域の地域情報化基盤整備
事業の音声放送端末機と屋外拡
声器

■放送内�容：放送前後にチャイムが鳴り、
「これはＪアラートのテストです」
などの放送が最大音量で流れます。

　　　�危機管理課�防災危機管理係� �
　　　�TEL 69-2103　 FAX 63-4619
問合せ

　インターネットの普及による新しい詐欺
や悪徳商法、多重債務、架空請求などの
消費者問題の相談に応じます。

■日時：３月19日（月）13時30分～ 16時

■場所：甲南第一地域市民センター

■対応者：消費生活相談員

※申込不要

　　　�生活環境課�消費生活センター� �
　　　�TEL 69-2147　 FAX 63-4582
問合せ

出張消費生活相談 相談

■開催日：３月７日（水）

■時間：�13時30分～ 16時30分� �
（受付16時まで）

■場所：水口納税協会 ３階 会議室

■定員：予約制で先着６人（１人約30分）

■料金：無料

■申込方法：電話で下記まで
　　　�水口納税協会� �
　　　�TEL 62-1151　 FAX 63-0173
問合せ
申込み

税理士による税務相談 相談

■場所：みなくち子どもの森 体験農場

■内容：�米作りと餅つき、さといも等の栽
培と収穫、四季の里山を通じた
自然体験

■対象：�小学生～大人（小学生未満の同
伴はご遠慮ください。）

■定員：�20人（原則として毎回参加できる
方。定員超の場合は家族ごとに
抽選）

■参加費�：通信費として家族で年580円、
その他に材料費等を必要に応じ
て集金

■申込方�法：ハガキに｢こいもクラブ参加
希望｣と明記し、参加者全員の氏
名、年齢、住所、電話番号を記
入の上、下記まで

■申込締�切：３月31日（土）必着

　　　 �〒528-0051 水口町北内貴10� �
みなくち子どもの森自然館� �
TEL 63-6712　 FAX 63-0466

問合せ
申込み

　市では、良好な環境を将来の世代
に引き継ぐために、市民、事業者およ
び市が一体となってオール甲賀で環境
の保全に取り組んでいます。�
　地域の団体や事業者で、市内の道
路や公園等の公共的な場所の清掃活
動を定期的に行っていただける方は、
ぜひ｢甲賀市まち美化活動｣の実施団
体として登録をしてください。市から清
掃活動の支援をさせていただきます。��
　登録いただける方は、下記までご連
絡ください。

　　　�生活環境課�廃棄物対策係� �
　　　�TEL 69-2145　 FAX 63-4582
問合せ
申込み

お知らせ地域の団体・事業者
の皆さんへ
「甲賀市まち美化活動」に� �
ご登録を

P I C K U P

～４月から滋賀県が国保の運営主体に
加わります～
　現行の市町国保は、「①医療費水準が
高い②保険税負担が重い③保険財政が
不安定になるリスクが高い」といった課題
を抱えています。これらの課題を解決する
ため、県が国保の財政運営の責任主体
を担うことで制度の安定化・事業の効率
化を図ります。
～変わること～
・�国民健康保険被保険者証等の様式が
変わります。
・�高額療養費の多数回該当が都道府県
単位で通算されます。
　県内であれば、他の市町へ引っ越し
た場合も４月以降の療養において発生し

お知らせ国民健康保険制度が変わります
P I C K U P

た高額療養費の多数回該当の該当回数
は引き継がれて通算されます（世帯の構
成に変更があった時には、通算されない
場合があります）。
※�多数回該当とは、過去12カ月間で高
額療養費の対象となった月数が４回以
上となった場合、４回目から自己負担
限度額が引き下げられる制度です。
～届け出や保険税の納付などはこれま
でどおりです～
　住所変更や加入脱退、各種給付の申
請などの手続きは、これまでどおり、お
住まいの市町が窓口となります。
　　　�保険年金課�国保年金係� �
　　　�TEL 69-2140　 FAX 63-4618
問合せ

21 20No.305 No.305



※ご視聴にはあいコムこうか光テレビ11チャンネルの有料契約が必要となります。

あいコムこうか
光テレビ

【1日8回放送】10時・13時・15時30分・17時・18時30分・20時30分・22時・23時30分

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。

※番組は、毎週土・水曜日18時30分に更新しています。
　都合により番組内容を変更する場合があります。
※�きらめきこうか手話ダイジェストを毎日19時から放送しています。（１日・16日更新）

行政情報番組「きらめきこうか」

小学生を対象にした学習情報番組を、
あいコムこうか11チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく
10分ずつまとめています。ぜひご覧ください。
時間／ 17時30分〜 18時（30分）
� （再放送19時30分〜 20時）

　　　��学校教育課�TEL 69-2243�� FAX �69-2293

学習情報番組
「とびだせ ! わくわく学習室」

広報課�TEL 69-2101� FAX �63-4619

平成30年3月1日 平成30年3月1日23 22No.305 No.305

放送日 ２月26日～３月４日 ３月５日～３月11日 ３月12日～３月18日

①
10分

４年生・算数①
角度

２年生・算数①
100より大きい数

５年生・算数①
体積

②
10分

高学年対象
情報教育（携帯電話）

３年生・国語①
手紙を書こう

２年生・生活③
自分はっけん

③
10分

６年生・算数⑤
拡大図と縮図

１年生・さんすう①
たしざんとひきざん

６年生・算数①
円の面積

３月３日～３月10日 ３月10日～３月17日

とびだせ！
ワクワク放送室

土山中学校 伴谷東小学校

エンディング
大野保育園

ひよこぐみ

大野保育園

すみれぐみ

問合せ

問合せ

広報こうか
平成30年(2018年)3月1日　No.305　
2018.3.1発行

編集・発行

甲賀市役所　〒528-8502　甲賀市水口町水口6053番地　
　　　　　　TEL.0748-65-0650　FAX.0748-63-4086
　　　　　　業務時間／8時30分～17時15分（窓口延長日を除く）

自
殺
を
さ
せ
な
い�

�

～
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
～��

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

●
自
殺
の
現
状

　

本
市
は
、
全
国
や
滋
賀
県
と
比
べ
て
自

殺
に
よ
る
死
亡
率

が
高
い
状
況
に
あ

り
、
市
を
挙
げ
て

自
殺
予
防
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
健

康
問
題
で
す
が
、
原
因
は
一
つ
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
要
因
が
複
合
的
に
連
鎖
し
て

起
き
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
よ
り
心
理
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
正
常
な
判
断
が

で
き
な
く
な
り
、「
死
ぬ
し
か
方
法
が
な

い
」と
思
い
込
む
傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
。

多
く
の
自
殺
は
、
本
人
の
意
思
や
選
択
の

結
果
で
は
な
く
、
心
理
的
に「
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
」と
い
え
ま
す
。

　

み
ん
な
が「
誰
も
が
起
こ
り
得
る
こ
と
」

と
受
け
止
め
、
ど
ん
な
人
も
そ
う
し
た
状

況
に
陥
る
こ
と
の
な
い
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
◇
自
分
に
で
き
る
こ
と
◇
◇

●
命
を
守
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
ろ
う

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人（
い

の
ち
の
番
人
）の
こ
と
で
す
。�

�

　

自
殺
を
考
え
る
人
は
、
眠
れ
な
い
、
食

欲
が
な
い
、
口
数
が
少
な
く
な
っ
た
等
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
に
い
る
人
が
、

本
人
の
変
化
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。�

�

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
で

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
講
座
を
活
用
し
て
、
あ
な

た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
輪
に
加
わ
り
ま

せ
ん
か
。

●
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う

　

身
近
に
相
談
で
き
る
人
を
持
て
る
な

ど
、
社
会
的
に
孤
立
し
な
い
状
況
が
大
切

で
す
。
日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を

進
ん
で
行
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
早
く
気
づ
こ
う

　

日
々
の
生
活
で
無
理
が
続
く
と
、
こ

こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
自
分
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
知
り
、

自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
処
理
法
を
見

つ
け
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ

ク「
こ
こ
ろ
の
体
温

計
」
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

や
落
ち
込
み
度
を
気
軽
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
し
ん
ど
い
時
は
た
め
ら
わ
ず
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
は
、
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
す
。

　
「
し
ん
ど
い
」そ
う
感
じ
た
ら
、
自
分
の

気
持
ち
を
身
近
に
い
る
人
に
話
し
た
り
、

相
談
窓
口
を
利
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

�

す
こ
や
か
支
援
課 

健
康
増
進
係��

　
　
　

�

TEL

６
９-

２
１
６
８�

�

　
　
　

�

FAX

６
３-

４
０
８
５

問合せ

19.6

17.9

17.1
平成28年�自殺死亡率
（人口10万人対）

甲賀市

滋賀県

全国

長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

に
よ
る
水
口
岡
山
城
の
改
修

～
本
丸
の
東ひ

が
し

櫓や
ぐ
ら

と
西に

し

櫓や
ぐ
ら

の
変
遷
～

　

水
口
岡
山
城
は
、天
正
13
年（
１
５
８
５

年
）に
中な

か

村む
ら

一か
ず

氏う
じ

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま

し
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
三
代
目

城
主
の
長
束
正
家
の
段
階
で
改
修
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
束

正
家
が
水
口
岡
山
城
の
城
主
に
な
る
の
は

文
禄
４
年（
１
５
９
５
年
）で
あ
り
、
築
城

か
ら
10
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

水
口
岡
山
城
の
本
丸
に
は
、
東
西
の

両
端
に
石
垣
を
備
え
た
櫓
台
が
あ
っ
た

こ
と
が
発
掘
調
査
の
成
果
で
判
明
し
て

い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
櫓
台
の
周
辺
か
ら

は
、
櫓
に
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
瓦
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
分
析

し
た
結
果
、
西
櫓
は
初
代
城
主
中
村
一
氏

が
周
辺
の
寺
院
か
ら
資
材
を
か
き
集
め

て
築
き
、
東
櫓
は
長
束
正
家
の
段
階
で
整

備
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

西
櫓
の
瓦
に
矢や

川が
わ

寺じ

遺
跡（
甲
南
町
）

で
出
土
し
た
瓦
と
同
じ
も
の
が
あ
り
、
中

村
一
氏
が
築
城
に
際
し
、
矢
川
寺
の
堂
塔

を
壊
し
て
城
の
用
材
と
し
て
利
用
し
た

と
い
う『
矢
川
雑
記
』の
記
述
と
一
致
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
東
櫓
で
は
、
大お

お

溝み
ぞ

城じ
ょ
う（
高
島
市
）

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
瓦
と
新
た
に
生
産

し
た
瓦
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
大
溝
城
か

ら
水
口
へ
資
材
を
運
ん
だ
記
録
が『
西
川

家
文
書
』に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

と
も
符
合
し

ま
す
。
さ
ら

に
、
東
櫓
の

２
種
類
の
瓦

は
同
じ
規
格

で
あ
り
、
新

規
に
瓦
を
作

る
際
に
、
転

用
す
る
瓦
の

サ
イ
ズ
を
基

準
に
し
た
も

の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
口
岡
山
城
の
２
つ
の

櫓
は
、
城
の
変
遷
過
程
だ
け
で
な
く
、
城

の
改
修
の
様
子
も
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
口
岡
山
城　

企
画
展

「
城
の
改
修
―
並
び
建
つ
二
つ
の
櫓
―
」

■
期
間
：�

３
月
17
日（
土
）～
５
月
９
日

（
水
）

■
会
場
：�

水
口
図
書
館
・
水
口
歴
史
民
俗

資
料
館
ロ
ビ
ー

　
　
　

�

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館�

�

　
　
　

�

TEL

６
２-

７
１
４
１�

�

　
　
　

�

FAX

６
３-

４
７
３
７

問合せ

▲東櫓台出土の軒瓦



●
用

   紙
：
環
境
に
配
慮
し
た
再
生
紙

●
イ

ン
キ

：
大

豆
油

イ
ン

キ
を

含
む

植
物

油
イ

ン
キ

●
印

   刷
：

有
害

な
廃

液
を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷
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「広報こうか」がホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ

甲賀市Facebook
甲賀市HP

http://www.city.koka.lg.jp/

http://www.facebook.com/city.koka Facebook

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　TEL.69-2138 FAX.65-6338

　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・
税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。
※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる内容については下記までお問い合わせください。

こうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリー3月１日号

市内の保育園・幼稚園・小中学校の児童や
生徒の作品を順次紹介していきます。

＊効果音や小道具にこだわる
　私たちが使用する拡大紙芝居は通常の紙芝居約４倍の大
きさで、舞台装置も含め、全て手作りです。日本の昔話や
童話などを題材にし、レパートリーは70ほどあります。
　上演の際は、役になりきるだけでなく、効果音や小道具
を使うなど、観客に楽しんでもらえる工夫をしています。特
に小さい子どもは、小道具に興味津々で、掛け合いをしな
がら進めています。

＊観客と一緒に楽しむ
　今までの公演は 700 回近くにのぼりますが、ここまで続けてこら
れたのも観客の皆さんがいたからです。自分たち自身も楽しみなが
ら皆さんに喜んでいただける活動ができることを幸せに思います。
「ありがとう。面白かった」の言葉がとてもうれしいです。
　今後も、自分たちのペースで和気あいあいと、できるだけ長く活
動を続けていきたいですね。

ボランティアこうか

拡大紙しばい「ぽけっと」
ボランティアグループ

　ご近所の主婦で拡大紙芝居の公演を平成 11 年から始
め、現在は６人で活動しています。年 40 回ほどの公演を、
市内の子育て支援センターや小学校、介護施設、高齢者サ
ロンなどで行っています。

No.
23

このコーナーは市内で活躍する
ボランティア団体を紹介しています。

▲お話を伺ったメンバーの皆さんと手作りの拡大紙芝居

●総数　 91,340（－73）人
●男　　 45,450（－4）人
●女　　 45,890（－69）人
●世帯数 35,004（＋8）世帯
※(　)内は前月比

甲賀市の人口の推移
H30.1.31現在

3月の延長窓口は
6日、13日、20日、27日です。

「シャチはカッコイイな」
⬆

貴生川小学校  ２年

髙市 美凪さん
たかいち みなぎ

「思い出のアルバム
 ̃ 修学旅行̃」
綾野小学校　６年

林 ガブリエレさん

⬆

はやし

「シャワーでブルブル」
伴谷東小学校　１年

海崎 未羽さん

⬆

うみざき みう


